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　㈱時計美術宝飾新聞社は、イスラ
エルに本社を持つダイヤモンドテクノ
ロジーの世界的リーディング企業であ
るSarine Technologies（シンガポー
ル証券取引所及びテルアビブ証券取
引所）による、「ダイヤモンド業界向け
ウェビナー」を夏に向け企画している。
　Sarine Technologies社はダイヤ
モンドの評価、プランニング、加工、計
測、取引のための製品とテクノロジー
の世界トップ企業で、世界中に流通す
るほとんどのダイヤモンドは同社の技
術を利用して加工、検査、流通されて
いると言われている。最近では、フラン
スの老舗ジュエラー「ブシュロン」が同
社のデジタルソリューションを採用し
たのが記憶に新しい。
　今回のウェビナーではSarine社の
テクノロジーを活用した信頼性の高い
トレーサビリティなどに焦点を当て、海
外の導入企業などのキーパーソンをゲ
ストスピーカーに招き、テクノロジーの
有用性と今後のダイヤモンド業界の展
望について説
明する予定。今
後のダイヤモン
ドビジネスの戦
略を考える上

で役に立つウェビナーとなり、
日本のジュエリー及びダイヤ
モンド業界の発展に寄与でき
ればとの思いを込めた企画と
なっている。
　また、昨年9月に香港で開
催されたウェビナーを皮切り
に、同様のSarine社のウェビ
ナーは世界中で複数回開催
されており、製造業のみならず
ジュエリービジネスに関わるす
べての人に有益な内容として
好評を得ている。

　今回は、日本市場向けに特別にアレ
ンジした内容で開催する。
　日程や登壇者などの詳細情報、ウェ
ビナー申込フォームなどはSar ine 
Japan公式ラインで随時更新し、配信
する。QRコードより友だち追加すれば
最 新 情
報 が 確
認 で き
る。弊紙
にても決
まり次第
随 時 発
表する。

　長きにわたり宝飾業界で活動を続
けるMITSUO KAJI（㈱カジ・インター
ナショナル）とNOBUKO ISHIKAWA
（㈱ノブコイシカワ）の2大デザイナー
が、デザイナーという立場から宝飾業
界全体の活性化に繋げることを趣旨と
したコラボレーションジュエリーを企
画。それに賛同した㈱ナガホリの協力
により、6月から開催される創美展での
発表も決まったことから、3社合同によ
る発表説明会が5月11日、ナガホリ本
社で行われた。

　同企画は、あらゆる業界や分野で
ボーダレス化が進み、表現の多様性も
重視されていることから、ジュエリー業
界でもその流れを反映させ、コラボ
レーションという新しいアクションを起
こし、未来に繋がる活動をしたいという
梶ジュエリーとイシカワジュエリーの

次世代を担う梶
武史氏と甲斐将

彦氏の二人のアイデアから生まれたも
の。
　両デザイナーズブランドはともに日
本のジュエリー業界を引っ張ってきた
実績を持つ。ジュエリー業界のみなら
ず、消費者の多様化をはじめ、世界的
にもコロナ禍による影響などで大きな
変化を迎えている。これまでにも両デ
ザイナーズブランドは国内で競演を重
ね、何か新しいことができないかという
話は何度となくあったが、お互いに忙
しくなかなか機会に恵まれなかった。

コロナ禍の影響で展
示会が開催できなく
なった2～3年前か
ら同企画の相談を
本格的に開始。デザ
イナーの垣根を越
え、お互いの魅力を
認め合い高め合っ
たジュエリーを創作
することで、これから

の業界のおける新しい取り組みや考え
方のきっかけとなることを目的とするこ
とで一致。これまで「美」を追求してき
た梶とイシカワのコラボ作品の発表に
より、デザイナーズジュエリーの自由な
楽しみ方を提案するとともにジュエ
リーの美しさをあらためて感じてもらう

機会にしていきたいとしている。
　梶光夫氏は「30年以上前からイシ
カワのロングセラー商品Benrieネック
レスに梶のエマーユジュエリーのペン
ダ ント
トップを
合わせる
顧客が
多 かっ
た。その
頃 から
亡き石
川暢子
先生とは何か新しいことはできないか
という話もしてきた。今回は若いふたり
が考えて実現できたことを嬉しく思う。
ナガホリの協力も得て、力を合わせる
ことは余りないこと。このような取り組
みが業界に広がっていくことに期待し
たい」と述べた。
　長堀慶太社長は「日本全体が少子
高齢と人口減少という課題を抱えてい

る中で、
今回の
若い二
人が企
画した
ことは、
業界全
体に明
るい 材

料になると感じた。今年いっぱいはナ
ガホリが独占販売させていただくが、
その分営業努力で多くの客を集め、た
くさん売っていきたい。6月の創美展は
この数年で一番良いタイミングになる
ことが見込まれ、業界を盛り上げるべ
く同企画をバックアップしていきたい」
と力強い説明をしている。
　この企画のために新しい発想で創
作されたオリジナルのコラボジュエ
リーは、6月の創美展のクローズアップ
デザイナーとして初披露されるが、同
企画の一環としてウクライナ人道支援
チ ャ リ
ティにも
取り組む
ことがナ
ガホリの
賛同した
一つの理
由にも含
まれてい
る。ナガ
ホリはこれまでに千葉県や熊本県など
へ赤い羽根共同募金などを通じた寄
付活動を継続的におこなっている企
業だ。
　今後3社が協力し業界の活性化に
貢献することが注目されるとともに、あ
らゆる新しい取り組みが業界に広がる
ことが期待される。

　世界最大のダイヤモンド原
石供給元であるデビアスグ
ループと直接取引できるサイ
トホルダーであり、ダイヤモン
ドの鑑識眼はもちろん、将来
性やトレーサビリティにいたる

まで、厳しい基準をクリアして権威ある
資格を取得した、世界でも稀有なハイ
ジュエラー「TASAKI」は、高品質なダ
イヤモンド原石を取り扱い、世界最高
グレードにまで磨き上げる、卓越した
研磨技術を有している。
　銀座本店では4月29日～5月29日ま
での1カ月、ダイヤモンドの原石選択か

ら始まり、自分だけの特別なTASAKI
ダイヤモンドジュエリーの制作をパー
ソナルに楽しめるプログラム「TASAKI 
Diamond Haute Couture Experi-
ence」を実施。選りすぐりのラインナッ
プからセレクトした原石を好みのスタイ
ルで2つのダイヤモンドルースにカット
し、TASAKIならではのデザインのジュ

エリーに仕立てることができる。
　「ラウンドブリリアントカット」に加え、
シャープで洗練されたTASAKIオリジ
ナルの「リファインドリベリオンカット」
も追加され、選べるカットパターンや
ジュエリーデザインのバリエーションが
さらに充実。オートクチュールならでは
の制作過程も楽しめる。
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